
●いざ、災害
さいがい

にあったときに、地域
ちいき

で助
たす

け合
あ

えるような運動
うんどう

が必要
ひつよう

だと思
おも

っている。

●冬期間
とうきかん

（積雪
せきせつ

時
じ

）の避難
ひなん

経路
けいろ

や避難
ひなん

体制
たいせい

の確保
かくほ

をしてほしい。

●災害
さいがい

時
じ

に、医療
いりょう

ケア
けあ

を必要
ひつよう

とする人
ひと

たちが避難
ひなん

場所
ばしょ

に移動
いどう

するのは現実的
げんじつてき

に難
むずか

し

いため、その支援
しえん

について検討
けんとう

してほしい。

●避難
ひなん

行動
こうどう

要
よう

支援者
しえんしゃ

名
めい

簿
ぼ

については、平成
へいせい

２６年度中
ねんどちゅう

に整備
せいび

すると聞
き

いているた

め、名簿
めいぼ

の整備
せいび

を進
すす

めるとの記載
きさい

は不適当
ふてきとう

ではないか（注
ちゅう

：札幌市
さっぽろし

においては平成
へいせい

27年度
ねんど

に整備
せいび

予定
よてい

）。

【意見
いけん

等
とう

】

＜安全
あんぜん

・安心
あんしん

＞

●災害
さいがい

時
じ

には、避難
ひなん

場所
ばしょ

への誘導
ゆうどう

など、移動
いどう

時
じ

の手
て

助
だす

けがほしい。

●移動
いどう

困難
こんなん

者
しゃ

に対
たい

して、民生
みんせい

委員
いいん

と保健師
ほけんし

が中心
ちゅうしん

となり、町内
ちょうない

会
かい

と連携
れんけい

して避難
ひなん

プロ
ぷろぐら

グラム
む

を作成
さくせい

してはどうか。

2014/9/2　第
だい

４回
かい

計画
けいかく

検討
けんとう

会議
かいぎ

　資料
しりょう

１-①

さっぽろ障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷらん

改定
かいてい

に係
かか

る障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

との意見
いけん

交換
こうかん

会
かい

（第
だい

２回目
かいめ

）概要
がいよう

日時
にちじ

平成
へいせい

26年
ねん

８月
がつ

18日
にち

（月曜日
げつようび

）　18時
じ

00分
ふん

～20時
じ

30分
ふん

場所
ばしょ

札幌市
さっぽろし

視聴覚
しちょうかく

障
しょう

がい者
しゃ

情報
じょうほう

センター
せんたー

２階
かい

大会議室
だいかいぎしつ

出席者
しゅっせきしゃ

【参加
さんか

団体
だんたい

】

札幌
さっぽろ

肢体
したい

不自由
ふじゆう

児
じ

者
しゃ

父母
ふぼ

の会
かい

札幌
さっぽろ

聴覚
ちょうかく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

協会
きょうかい

ＤＰＩ
でぃぴーあい

北海道
ほっかいどう

ブロック
ぶろっく

会議
かいぎ

北海道
ほっかいどう

難病
なんびょう

連
れん

札幌市
さっぽろし

身体
しんたい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

福祉
ふくし

協会
きょうかい

【事務局
じむきょく

】

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

、事業
じぎょう

管理
かんり

係長
かかりちょう

、事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係長
かかりちょう

、

在宅
ざいたく

福祉
ふくし

係長
かかりちょう

、就労
しゅうろう

・相談
そうだん

支援
しえん

担当
たんとう

係長
かかりちょう

、給付
きゅうふ

管理
かんり

係長
かかりちょう

、

運営
うんえい

指導
しどう

係長
かかりちょう

、事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

【オブザーバー
おぶざーばー

（立会
たちあい

人
にん

）】

障
しょう

がい者
しゃ

によるまちづくりサポーター
さぽーたー

●現在
げんざい

、災害
さいがい

時
じ

の避難所
ひなんじょ

として指定
してい

されている場所
ばしょ

は、距離
きょり

が長
なが

く移動
いどう

に時間
じかん

がか

かり過
す

ぎたり、途中
とちゅう

歩道橋
ほどうきょう

等
とう

の段差
だんさ

があったりと、高齢者
こうれいしゃ

や障
しょう

がい者
しゃ

には行
い

くことがで

きない。障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

の立場
たちば

にたって、見直
みなお

し・再整備
さいせいび

をしてほしい。
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●避難先
ひなんさき

での障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

への医療
いりょう

措置
そち

を充実
じゅうじつ

させてほしい。

●避難
ひなん

場所
ばしょ

の環境
かんきょう

整備
せいび

に関
かん

する記載
きさい

の中
なか

に、薬
くすり

・人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

・発電機
はつでんき

など難病
なんびょう

患
かん

者
じゃ

のための項目
こうもく

を入
い

れてほしい。

●福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

の物資
ぶっし

（経管
けいかん

栄養剤
えいようざい

・おむつなど）を充実
じゅうじつ

してほしい。

●福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

の情報
じょうほう

について、特定
とくてい

疾患
しっかん

と移動
いどう

困難
こんなん

者
しゃ

に限定
げんてい

して開示
かいじ

してはどう

か。

●災害
さいがい

時
じ

の緊急
きんきゅう

受入
うけい

れに関
かん

する関係
かんけい

機関
きかん

との協定
きょうてい

について、協定
きょうてい

を締結
ていけつ

した障
しょう

害
がい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の場所
ばしょ

・収容
しゅうよう

可能
かのう

人数
にんずう

の公開
こうかい

をしてほしい。

●人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

を24時間
じかん

使用
しよう

している人
ひと

にとっては電源
でんげん

の確保
かくほ

ができなければ、命
いのち

の

危険
きけん

があるため、電源
でんげん

の使用
しよう

ができる避難所
ひなんじょ

を事前
じぜん

に教
おし

えてほしい。

●いざ災害
さいがい

が起
お

こったときに、避難所
ひなんじょ

の鍵
かぎ

の管理者
かんりしゃ

が遠方
えんぽう

におり、避難所
ひなんじょ

が開
あ

いてい

ないという危険
きけん

がある。災害
さいがい

時
じ

には誰
だれ

が鍵
かぎ

を開
あ

けるのか、ということを検討
けんとう

してほしい。

●在宅
ざいたく

で人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

や吸引器
きゅういんき

を使用
しよう

している人
ひと

たちの、緊急時
きんきゅうじ

の備
そな

え（バッテリー
ばってりー

や

病院
びょういん

が近
ちか

くにあるかなど）について、安全
あんぜん

への意識
いしき

啓発
けいはつ

等
とう

も兼
か

ねて調査
ちょうさ

してほしい。

●災害
さいがい

等
とう

において、帰宅
きたく

困難
こんなん

者
しゃ

が発生
はっせい

した時
とき

の特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

（学級
がっきゅう

）の下校
げこう

につい

て、配慮
はいりょ

してほしい。また、通所
つうしょ

施設
しせつ

への指導
しどう

も行
おこな

ってほしい。

●避難先
ひなんさき

には十分
じゅうぶん

な食料
しょくりょう

や障
しょう

がい者
しゃ

のための施設
しせつ

は完備
かんび

されているのか、避難先
ひなんさき

の見学
けんがく

や視察
しさつ

の案内
あんない

がないため、障
しょう

がいのない人
ひと

と同
おな

じ扱
あつか

いでは不安
ふあん

がある。

●全
すべ

ての福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

に非常
ひじょう

電源
でんげん

を確保
かくほ

することは難
むずか

しいと思
おも

うが、各区
かくく

の２～３か所
しょ

の福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

には非常
ひじょう

発電
はつでん

装置
そうち

を設置
せっち

してほしい。

●人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

等
とう

を使用
しよう

している人
ひと

は、停電
ていでん

時
じ

の不安
ふあん

が大
おお

きく、個人
こじん

で予備
よび

のバッテ
ばってりー

リーを備
そな

えられない人
ひと

もいるため、必要
ひつよう

な人
ひと

が電源
でんげん

を確保
かくほ

できる体制
たいせい

を整
ととの

えてほし

い。

●災害
さいがい

時
じ

の病院
びょういん

では、重症
じゅうしょう

度
ど

の高
たか

い患者
かんじゃ

が優先
ゆうせん

されるため、慢性
まんせい

的
てき

な病気
びょうき

の患者
かんじゃ

は帰
かえ

されてしまうことがある。こういったことがないよう、病院
びょういん

をはじめとした医療
いりょう

機関
きかん

に

考
かんが

えてもらうよう、札幌市
さっぽろし

からはたらきかけをしてほしい。

●災害
さいがい

の備
そな

えとして徒歩
とほ

圏内
けんない

の病院
びょういん

や避難所
ひなんじょ

、学校
がっこう

、消防署
しょうぼうしょ

に酸素
さんそ

ボンベ
ぼんべ

を備蓄
びちく

し

てほしい。また、病院
びょういん

だけでなく、福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

にも酸素
さんそ

業者
ぎょうしゃ

が来
き

てくれるよう体制
たいせい

を検
けん

討
とう

してほしい。
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●医療
いりょう

ケア
けあ

が必要
ひつよう

な子
こ

どもが増
ふ

えているが、障
しょう

がい児
じ

通園
つうえん

施設
しせつ

に看護師
かんごし

がおらず、

母親
ははおや

がお昼
ひる

の医療
いりょう

ケア
けあ

しなければならないため、配慮
はいりょ

してほしい。

＜差別
さべつ

の解消
かいしょう

・権利
けんり

擁護
ようご

＞

●養護
ようご

学校
がっこう

や整
せい

肢
し

園
えん

では母子
ぼし

通学
つうがく

が条件
じょうけん

となっているが、母親
ははおや

や兄弟
きょうだい

が病気
びょうき

に

なったときに通学
つうがく

することができなくなるため、制度
せいど

を見直
みなお

してほしい。

●札幌市
さっぽろし

においても、障
しょう

害
がい

者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

支援
しえん

地域
ちいき

協議会
きょうぎかい

を設置
せっち

し、その構成
こうせい

メンバー
めんばー

には幅広
はばひろ

く当事者
とうじしゃ

を含
ふく

めてほしい。

●難病
なんびょう

に関係
かんけい

する人
ひと

には難病
なんびょう

についてもっと勉強
べんきょう

してほしい。また、一人
ひとり

一人
ひとり

にあっ

たケア
けあ

を考
かんが

えてほしい。そして、障
しょう

がいは一括
ひとくく

りにできないことを理解
りかい

してほしい。

●「冬
ふゆ

のみちづくりプラン
ぷらん

」に関
かん

する取組
とりくみ

の記載
きさい

の中
なか

に、除雪
じょせつ

・排
はい

雪
せつ

及
およ

び福祉
ふくし

除雪
じょせつ

の推
すい

進
しん

を加
くわ

えてほしい。

●冬期間
とうきかん

の車
くるま

いす利用者
りようしゃ

の安全
あんぜん

な移動
いどう

を確保
かくほ

してほしい。積雪
せきせつ

が多
おお

い場合
ばあい

は、車
しゃ

道
どう

を歩
ある

かざるを得
え

ず、ヘルパー
へるぱー

にも危険
きけん

を強
し

いてしまっている。また、呼吸器
こきゅうき

疾患
しっかん

等
とう

のある方
かた

は、炎天下
えんてんか

・寒冷
かんれい

期
き

の移動
いどう

は、外気温
がいきおん

による健康
けんこう

被害
ひがい

が発生
はっせい

するため、車
しゃりょ

両
う

利用
りよう

を福祉
ふくし

支援
しえん

として認
みと

めることで、安全
あんぜん

が確保
かくほ

されると思
おも

う。

●送迎
そうげい

バス
ばす

や自家用車
じかようしゃ

で通学
つうがく

できないところに住
す

んでいる人
ひと

のために、通園
つうえん

通学
つうがく

の

送迎
そうげい

について移動
いどう

支援
しえん

の拡大
かくだい

等
とう

の検討
けんとう

をしてほしい。また、拠点
きょてん

送迎
そうげい

のバスもある

が、その拠点
きょてん

まで行
い

くのも大変
たいへん

であるため、考慮
こうりょ

してほしい。

●千葉県
ちばけん

の障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

事件
じけん

のようなことが、札幌市
さっぽろし

では起
お

きないように、福祉
ふくし

施設
しせつ

への抜
ぬ

き打
う

ちテスト
てすと

を行
おこな

ってほしい。また、障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の周知
しゅうち

が足
た

りないため、

もっと周知
しゅうち

に力
ちから

を入
い

れてほしい。

●佐賀市
さがし

の職員
しょくいん

採用
さいよう

試験
しけん

において身体
しんたい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

枠
わく

で採用
さいよう

された方
かた

が、試用
しよう

期間
きかん

経過
けいか

後
ご

に解雇
かいこ

された問題
もんだい

について、差別
さべつ

だと思
おも

うので、札幌市
さっぽろし

ではこのようなことは絶対
ぜったい

に

しないでほしい。

●障
しょう

害
がい

者
しゃ

基本法
きほんほう

における障
しょう

がい者
しゃ

の定義
ていぎ

については、第
だい

１章
しょう

に記載
きさい

を移
うつ

してほしい。

また、国会
こっかい

の答弁
とうべん

において、その他
た

心身
しんしん

の機能
きのう

の障
しょう

害
がい

のあるものに、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

も含
ふく

ま

れるとされたことを追記
ついき

してほしい。

●障
しょう

害
がい

者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

により、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

等
とう

が国
くに

と自治体
じちたい

の義務
ぎむ

となったため、禁止
きんし

される差別
さべつ

例
れい

の周知
しゅうち

と、その理解度
りかいど

の定期
ていき

調査
ちょうさ

を行
おこな

ってほしい。
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●情報
じょうほう

コミュニケーション
こみゅにけーしょん

の保障
ほしょう

のために、耳
みみ

の聞
き

こえない人
ひと

や難聴
なんちょう

の人
ひと

、文字
もじ

を必
ひつ

要
よう

とする人
ひと

にも有効
ゆうこう

であることから、アイ
あい

・ドラゴン
どらごん

Ⅲ
すりー

（手話
しゅわ

や字幕
じまく

を表示
ひょうじ

する装置
そうち

）を

設置
せっち

してほしい。

＜その他
た

＞

●障
しょう

がい者
しゃ

の中
なか

には情報
じょうほう

を得
え

にくい人
ひと

もいるため、みんなにいきわたるような広報
こうほう

の

方法
ほうほう

を考
かんが

えてほしい。

●市職員
ししょくいん

は、各
かく

障
しょう

がい特性
とくせい

について研修
けんしゅう

するなどして、障
しょう

がい者
しゃ

には何
なに

が必要
ひつよう

なの

かということをもっと理解
りかい

してほしい。

●区役所
くやくしょ

の窓口
まどぐち

に点字
てんじ

の読
よ

み書
か

きができる職員
しょくいん

を配置
はいち

してほしい。また、封筒
ふうとう

に点
てん

字
じ

シール
しーる

の貼
は

り付
つ

けを徹底
てってい

してほしい。

●プラン
ぷらん

の中
なか

に、点字
てんじ

・音声
おんせい

による情報
じょうほう

提供
ていきょう

とあるが、拡大
かくだい

文字
もじ

も加
くわ

えてほしい。

●点字
てんじ

さっぽろ・声
こえ

のさっぽろは抜粋
ばっすい

版
ばん

であるが、墨
すみ

字
じ

版
ばん

には全体
ぜんたい

版
ばん

があるはず。視
しかく

覚障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して、きちんとした広報
こうほう

になっているのか、考
かんが

え直
なお

してほしい。

●情報
じょうほう

通信
つうしん

機器
きき

（インターネット
いんたーねっと

や電子
でんし

メール
めーる

、携帯
けいたい

電話
でんわ

など）が普及
ふきゅう

している中
なか

で、

情報
じょうほう

の充実
じゅうじつ

については良
よ

いことだが、情報
じょうほう

通信
つうしん

機器
きき

を使用
しよう

することができない人
ひと

への

情報
じょうほう

提供
ていきょう

の方法
ほうほう

を検討
けんとう

してほしい。

●中途失聴
ちゅうとしっちょう

者
しゃ

、難
なん

失聴
しっちょう

者
しゃ

への理解
りかい

をもっと促進
そくしん

してほしい。また、筆談
ひつだん

サポート
さぽーと

など

を活用
かつよう

し、もっと難
なん

失聴
しっちょう

者
しゃ

等
とう

の世界
せかい

を広
ひろ

げるための施策
しさく

を考
かんが

えてほしい。

●市
し

の観光
かんこう

・文化
ぶんか

・スポーツ
すぽーつ

施設
しせつ

では、館内
かんない

放送
ほうそう

だけでなく、字幕
じまく

が流
なが

れる設備
せつび

を整
ととの

えてほしい。また、案内
あんない

ビデオ
びでお

等
とう

では手話
しゅわ

と字幕
じまく

が表示
ひょうじ

されるようにしてほしい。

＜行政
ぎょうせい

サービス
さーびす

における配慮
はいりょ

＞

●福祉
ふくし

サービス
さーびす

を利用
りよう

するにあたり、区役所
くやくしょ

ごとに対応
たいおう

が違
ちが

うことから、平等
びょうどう

に利用
りよう

で

きるようにしてほしい。また、しっかりとした説明
せつめい

をできるようにしてほしい。

●市有
しゆう

施設
しせつ

には補聴器
ほちょうき

や人工
じんこう

内耳
ないじ

により、周
まわ

りの人
ひと

の声
こえ

が聞
き

こえやすくなる、磁器
じき

誘
ゆう

導
どう

ループ
るーぷ

の設置
せっち

をしてもらえたらありがたい。

●市職員
ししょくいん

の中
なか

には手話
しゅわ

ができる人
ひと

もいるため、こういった人
ひと

の登録
とうろく

制度
せいど

を設
もう

けて、手
しゅ

話
わ

が必要
ひつよう

な人
ひと

が来庁
らいちょう

された時
とき

にはお願
ねが

いできるような取
と

り組
く

みをしてほしい。

●難病
なんびょう

患者
かんじゃ

が障
しょう

がいサービス
さーびす

を利用
りよう

できることの周知
しゅうち

が不十分
ふじゅうぶん

であるため、研修
けんしゅう

を

通
つう

じて周知
しゅうち

してほしい。
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●特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の卒業生
そつぎょうせい

は、いざ社会
しゃかい

に出
で

た時
とき

に、人間
にんげん

関係
かんけい

の構築
こうちく

が上手
うま

くいか

ず、仕事
しごと

を辞
や

めてしまうという事例
じれい

がある。このため、学校
がっこう

にいるときから、職場
しょくば

体験
たいけん

や

障
しょう

がいの無
な

い人
ひと

との交流
こうりゅう

を何度
なんど

も行
おこな

う機会
きかい

を作
つく

ってほしい。

●就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

・就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

について、就職
しゅうしょく

したのにもかかわらず、また福祉
ふくし

施
しせ

設
つ

に戻
もど

る事例
じれい

もあることから、就職
しゅうしょく

に向
む

けたきちんとした支援
しえん

がなされているか、第
だい

三
さん

者
しゃ

が調査
ちょうさ

するようにしてほしい。

●医療
いりょう

ケアを必要
ひつよう

とする障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

が行
い

くことのできるショートステイ
しょーとすてい

を利用
りよう

できる事
じぎょ

業
う

所
しょ

及
およ

び日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

事業所
じぎょうしょ

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ってほしい。

●車
くるま

いすを使用
しよう

する障
しょう

がい者
しゃ

が通
かよ

えるように、送迎
そうげい

があり、トイレ
といれ

等
とう

の設備
せつび

が整
ととの

った就
しゅう

労
ろう

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ってほしい。

●障
しょう

がい者
しゃ

が65歳以上
さいいじょう

になった場合
ばあい

も、介護
かいご

保険
ほけん

優先
ゆうせん

ではなく、介護
かいご

保険
ほけん

と障
しょう

がい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

の選択
せんたく

をできるようにしてほしい。

●全
すべ

ての医療
いりょう

機関
きかん

でパーソナルアシスタンス
ぱーそなるあしすたんす

制度
せいど

を活用
かつよう

できるようにしてほしい。

●北海道
ほっかいどう

立
りつ

子
こ

ども総合
そうごう

医療
いりょう

・療育
りょういく

センター
せんたー

（コドモックル
こどもっくる

）のような、総合的
そうごうてき

かつ一貫
いっかん

した医療
いりょう

・療育
りょういく

・リハビリ
りはびり

の支援
しえん

を提供
ていきょう

するセンター
せんたー

を札幌市
さっぽろし

でも設立
せつりつ

してほしい。

●知的
ちてき

や発達
はったつ

、脳性
のうせい

まひ等
とう

の障
しょう

がいがあると、歯科
しか

医院
いいん

での治療
ちりょう

が困難
こんなん

な場合
ばあい

があ

るため、障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

の歯科
しか

治療
ちりょう

における相談
そうだん

・案内
あんない

を行
おこな

ってほしい。

●移動
いどう

支援
しえん

を条件付
じょうけんつ

きではなく、家
いえ

から出
で

たらすぐに使
つか

えるよう、利用
りよう

しやすくしてほ

しい。

●障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

だけでなく、その兄弟
きょうだい

へのサポート
さぽーと

体制
たいせい

も整
ととの

えて欲
ほ

しい。保育
ほいく

所
しょ

では

働
はたら

いている人
ひと

が優先
ゆうせん

されているが、整
せい

肢
し

園
えん

等
とう

に付
つ

き添
そ

いで通
かよ

う場合
ばあい

なども優先
ゆうせん

条件
じょうけん

に加
くわ

えてほしい。

●障
しょう

がい者
しゃ

用
よう

トイレ
といれ

や駐車
ちゅうしゃ

スペース
すぺーす

を健常者
けんじょうしゃ

が利用
りよう

しているため、マナー
まなー

向上
こうじょう

の啓発
けいはつ

に努
つと

めてほしい。また、パーキング
ぱーきんぐ

・パーミット
ぱーみっと

制度
せいど

なども含
ふく

め、駐車
ちゅうしゃ

スペースの確保
かくほ

に

ついて検討
けんとう

してほしい。

●移動
いどう

支援
しえん

等
とう

については、医学
いがく

モデル
もでる

ではなく、社会
しゃかい

モデル
もでる

での支給
しきゅう

を決定
けってい

してほし

い。２肢
し

の人
ひと

でも移動
いどう

できない人
ひと

がいるので、何
なん

のために移動
いどう

をし、そのためにどのよう

な支援
しえん

が必要
ひつよう

なのかを考慮
こうりょ

してほしい。
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●盲
もう

ろう者
しゃ

通訳
つうやく

派遣
はけん

事業
じぎょう

では、盲
もう

ろう者
しゃ

通訳
つうやく

の派遣
はけん

は1か月
げつ

30時間
じかん

以内
いない

とされてい

るが、生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、また自己
じこ

実現
じつげん

のためには時間数
じかんすう

が足
た

りないため、この条件
じょうけん

を撤廃
てっぱい

してほしい。

●患者
かんじゃ

に合
あ

ったコミュニケーション
こみゅにけーしょん

について、最新
さいしん

の情報
じょうほう

を得
え

るために、行政
ぎょうせい

、病院
びょういん

、

作業
さぎょう

療法士
りょうほうし

・理学
りがく

療法士
りょうほうし

・言語
げんご

療法士
りょうほうし

の各学会
かくがっかい

、患者
かんじゃ

団体
だんたい

で構成
こうせい

する協議会
きょうぎかい

を設
もう

けてはどうか。

●音声
おんせい

言語
げんご

だけが言語
げんご

であるという社会
しゃかい

の考
かんが

え方
かた

を変
か

えるため、日頃
ひごろ

から自由
じゆう

にコ
こ

ミュニケーション
みゅにけーしょん

を取
と

れることが、基本的
きほんてき

人権
じんけん

であることの啓発
けいはつ

活動
かつどう

に取
と

り組
く

んでほし

い。

●情報
じょうほう

コミュニケーション
こみゅにけーしょん

では、言語
げんご

を可視化
かしか

することが大切
たいせつ

だと思
おも

っている。その方
ほう

法
ほう

として、手話
しゅわ

通訳
つうやく

や要約
ようやく

筆記
ひっき

、また情報
じょうほう

通信
つうしん

機器
きき

（テレビ
てれび

電話
でんわ

やスマートフォン
すまーとふぉん

）を

活用
かつよう

することができる。これらの方法
ほうほう

を利用
りよう

しながら、社会
しゃかい

の中
なか

でスムーズ
すむーず

に通
つう

じ合
あ

え

るようになりたいと思
おも

っている。

●障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

の活躍
かつやく

できる場所
ばしょ

（体育館
たいいくかん

や施設
しせつ

）、文化
ぶんか

作品
さくひん

などの展示
てんじ

発表
はっぴょう

でき

る場所
ばしょ

とその情報
じょうほう

がほしい。

以上
いじょう

●失語症
しつごしょう

のリハビリ
りはびり

が症状
しょうじょう

に関係
かんけい

なく打
う

ち切
き

られることは、機能
きのう

回復
かいふく

の機会
きかい

を失
うしな

うこと

になってしまい、社会
しゃかい

参加
さんか

も後退
こうたい

してしまう。リハビリ
りはびり

の継続
けいぞく

ができるような環境
かんきょう

作
づく

りをし

てほしい。失語症
しつごしょう

会話
かいわ

パートナー
ぱーとなー

派遣
はけん

事業
じぎょう

のような制度
せいど

について検討
けんとう

してほしい。
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